
                            

 

春
彼
岸
、
菩
提
の
種
を 

蒔
く
日
か
な 

  
 

            

雪
が
消
え
漸
く
春
が
そ
こ
ま
で
や
っ

て
来
ま
し
た
。
も
う
す
ぐ
お
彼
岸
で
す
。

一
年
最
初
の
墓
参
り
が
彼
岸
会
で
す
。
私

た
ち
は
遠
い
祖
先
よ
り
、
春
秋
の
お
彼

岸
、
お
盆
に
は
亡
き
人
を
偲
ん
で
心
の
こ

も
る
仏
事
を
営
ん
で
来
ま
し
た
。 

 

 

お
通
夜
に
お
唱
え
し
て
い
る
梅
花
流

詠
讃
歌
の
「
無
常
御
和
讃
」
に
は
、 

「
昨
日
の
人
は
今
日
は
な
く
、
会
え
ば 

別
る
る
世
の
な
ら
い
」 

と
あ
り
ま
す
。
お
釈
迦
さ
ま
は
無
常
を
説

か
れ
ま
し
た
。
こ
の
世
の
す
べ
て
、
常
な

る
も
の
は
何
一
つ
な
い
。
生
ま
れ
て
、
年

を
取
り
、
病
気
に
な
り
、
や
が
て
死
を
迎

え
ま
す
。
こ
の
「
生
・
老
・
病
・
死
」
の

四
苦
は
誰
も
避
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
必
ず
や
っ
て
来
る
別
れ
、
そ
れ
が
い

つ
な
の
か
、
最
期
の
時
は
ど
な
た
も
知
り

得
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
こ
そ
、
遠
い
ご
先
祖

さ
ま
か
ら
頂
い
て
い
る
尊
い
命
を
日
々

大
切
に
し
な
が
ら
、
報
恩
の
誠
を
捧
げ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

 

作
詞
家
の
永
六
輔
さ
ん
は
、「
人
間
は

二
度
死
ぬ
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
一
度
目

は
肉
体
が
生
命
を
終
え
た
時
、
二
度
目
は

亡
き
人
が
人
々
の
記
憶
か
ら
忘
れ
去
ら

れ
て
し
ま
っ
た
時
で
す
。
大
切
な
人
が
こ

の
世
か
ら
い
な
く
な
っ
て
も
、
お
墓
や
お

仏
壇
に
手
を
合
わ
せ
て
お
参
り
す
る
と

き
、
思
い
出
し
て
あ
げ
る
と
き
、
亡
き
人

は
自
分
の
心
の
中
に
生
き
続
け
ま
す
。
日

頃
よ
り
正
し
い
生
活
を
心
が
け
、
迎
え
る

彼
岸
に
は
沢
山
の
菩
提
の
種
を
蒔
き
ま

し
ょ
う
。 

 

令
和
七
年 

年
回
忌
表 

[

回
忌]

 
 

 
 
[

没
年]

 

一
周
忌     

令
和
六
年 

三
回
忌     

令
和
五
年 

      

 

十
三
回
忌   

平
成
二
十
五
年 

十
七
回
忌   

平
成
二
十
一
年 

二
十
三
回
忌 

平
成
十
五
年 

二
十
七
回
忌 

平
成
十
一
年 

三
十
三
回
忌 

平
成
五
年 

五
十
回
忌   

昭
和
五
十
一
年 

百
回
忌     

大
正
十
五
年 

 

▼
令
和
七
年
度(2

0
2

5
)

の
年
回
忌
表
で
す
。 

当
寺
で
は
個
人
情
報
保
護
の
観
点
か
ら
本

堂
に
は
張
り
出
し
し
て
い
ま
せ
ん
。
年
忌
に

当
た
ら
れ
て
い
る
各
家
に
は
昨
年
十
一
月
中

旬
に
通
知
し
て
い
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ

い
。
▼
日
曜
・
祝
日
の
ご
法
事
の
申
し
込
み

は
お
早
め
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
▼
「
周
」

は
「
め
ぐ
る
」
こ
と
を
意
味
す
る
言
葉
で
、
亡

く
な
っ
て
か
ら
ち
ょ
う
ど
一
め
ぐ
り
し
た
翌

年
の
そ
の
日
を
一
周
忌
と
呼
ぶ
。
回
忌
と
は

亡
く
な
ら
れ
た
日
を
最
初
の
忌
日
と
考
え

て
、
三
回
目
の
忌
日
が
「
三
回
忌
」
と
な
る
。

以
降
は
丸
六
年
目
が
七
回
忌
、
丸
十
二
年
目

が
十
三
回
忌
と
な
る
。 

 

宗旨 曹洞宗（そうとうしゅう）/ 本尊 釈迦牟尼仏 / 両祖 永平寺道元禅師 總持寺瑩山禅師 (一仏両祖) 
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迷
い
の
「
此
岸
」
か
ら
悟
り
の
「
彼
岸
」

に
至
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
一
週
間
で

す
。
仏
教
を
信
ず
る
者
と
し
て
、
彼
岸
は

も
と
よ
り
、
毎
日
の
生
活
が
お
釈
迦
さ
ま

の
教
え
で
満
ち
、
少
し
で
も
亡
き
人
、
ご

先
祖
さ
ま
の
ご
恩
に
報
い
る
日
常
に
な

る
よ
う
務
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

亡
く
な
ら
れ
た
方
へ
は
、
何
を
す
る
こ

と
が
一
番
の
供
養
に
な
る
の
で
し
ょ
う

か
。
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
亡
き
人
は
喜
ん

で
く
だ
さ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
読
経
の
後

に
は
、「
香
華
灯
燭
茶
菓
珍
膳
を
供
え
、・
・

霊
位
に
回
向
し
」
と
読
み
上
げ
ま
す
。
お

香
、
お
花
、
お
灯
明
、
お
茶
、
お
菓
子
、

お
霊
膳
等
を
差
し
上
げ
て
供
養
す
る
こ

と
で
す
。
こ
れ
は
供
養
の
し
き
た
り
と
し

て
昔
か
ら
行
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。
ど
れ

も
大
切
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ

し
て
、
供
養
を
行
う
上
で
も
っ
と
も
大
事

な
こ
と
は
、
後
に
残
っ
た
御
家
族
ご
親
戚

一
同
が
み
ん
な
仲
良
く
、
良
き
人
生
を
歩

ん
で
い
く
こ
と
で
す
。 

令

和

元

年 

平
成
三
十
一
年 

七
回
忌 

 

六地蔵さま（本堂前） 



                            

                  

▼
コ
ロ
ナ
感
染
症
以
後
、
葬
儀
の
形
態
が

変
わ
り
ま
し
た
。
家
族
葬
や
そ
れ
に
準
ず

る
小
規
模
葬
が
一
般
的
と
な
り
、
葬
儀
社

会
館
で
の
葬
儀
も
少
人
数
で
執
行
さ
れ

て
い
ま
す
。
当
寺
位
牌
堂
ホ
ー
ル
で
の
葬

儀
は
控
え
室
も
あ
り
、
万
一
の
場
合
に
は

控
え
室
に
搬
送
し
お
寺
か
ら
出
棺
も
可

能
で
す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

 

写経の会  毎月第２日曜 午後１時～３時（１月２月は休会）静かなお寺で功徳を積みましょう。 

2025.3.1発行 乗雲 第 128号 (2) 

新
年
役
員
会
開
催 

 

一
月
十
九
日
（
日
）
午
前
十
一
時
よ
り

本
堂
に
於
い
て
新
年
役
員
会
を
開
催
い

た
し
ま
し
た
。
定
刻
、
住
職
挨
拶
、
総
代

長
榎
本
善
一
氏
挨
拶
の
後
、
新
役
員
の

紹
介
、
辞
令
伝
達
、
令
和
六
年
度
の
行
持

報
告
、
令
和
七
年
度
護
持
費
納
入
状
況
、

令
和
七
年
度
の
行
持
予
定
等
の
説
明
後

解
散
と
な
り
ま
し
た
。 

▼
昨
年
、
役
員
上
野
全
氏
（
若
松
町
）
が

退
任
さ
れ
ま
し
た
。
長
い
間
の
尽
力
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

▼
今
回
新
役
員
と
し
て
委
嘱
状
が
渡
さ

れ
た
方
は
、
渡
邉 

聡
氏
（
小
舟
戸
）、

赤
塚
俊
夫
氏
（
大
川
町
）、
飯
沼
富
之
氏

（
飯
角
）
の
三
名
で
す
。 

 

 

新潟県曹洞宗第四宗務所 

テレホン（WEB）法話 

和尚
おしょう

さんの言
こと

の葉
は

 

和
尚
さ
ん
の
言
の
葉 

 

曹
洞
宗
新
潟
県
第
四
宗
務
所
（
所
長 

新
潟
市
観
音
寺
住
職
阿
部
正
機
師
）
で
は

宗
務
所
管
内
寺
院
に
よ
る
テ
レ
ホ
ン
法

話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
和
尚
さ
ん

の
お
話
を
お
聞
き
く
だ
さ
い
。 

旅
行
案
内 

主
催 

広
厳
寺 

 

長
野
善
光
寺
参
拝
と 

別
所
・
軽
井
沢
・
戸
倉
上
山
田
温
泉
の
旅 

 

◆曹洞宗長野県第二宗務所 テレフォン法話 

「なむなむやまびこ法話」0265-73-7676 

◆曹洞宗新潟県第一宗務所 テレフォン法話 

「禅 の 散 歩 道」0258-34-4455 

◆曹洞宗北信越管区教化センター  テレフォン 法話 

「心 の 電 話」026-244-4141 

北信越管区内宗務所（長野第二、新潟第一）

管区教化センターにもテレホン法話があ

ります。 

 

大般若祈祷法要ご案内 

期日 ６月１０日（火） 

時間 午前１０時法要開始 

内容 祈祷大般若、檀信徒供養 

  法話 

＊法要後の会食はありません。 

粗飯お持ち帰りといたします。 

＊詳細案内は次号に掲載します。 

 

 

期日 ５月１９日（月）～２０日（火）一泊二日  旅費 ４５０００円 
人数 ３０名  〆切 ４月２０日 
＊昨年の乗雲１２月号でご案内しています。ご確認ください。 

＊詳細はお寺まで。 

 

◆
寺
院
葬
◆ 

乗
雲
閣
（
位
牌
堂
）
ホ
ー
ル
で 

通
夜
・
葬
儀
が
で
き
ま
す
。 



                           

「
挨
拶
は
人
と
人
を
つ
な
ぐ
架
け
橋
」 

 
 

 

如
意
寺
副
住
職 

寺
尾
英
人 

 

『
お
は
よ
う
！
』 

毎
朝
顔
を
合
わ
せ
る
と
必
ず
先
に
挨
拶

を
し
て
く
る
の
は
亡
く
な
っ
た
祖
父
で
あ

る
先
代
の
住
職
で
し
た
。
私
が
高
校
生
の

頃
、
冬
の
時
期
に
、
寒
さ
と
眠
さ
、
ま
た

年
齢
特
有
の
恥
ず
か
し
さ
か
ら
、
祖
父
の

『
お
は
よ
う
』
と
い
う
挨
拶
に
、
ボ
ソ
ボ

ソ
と
返
答
し
た
私
に
対
し
、『
挨
拶
が
ち
ゃ

ん
と
で
き
な
い
者
は
こ
の
先
ど
れ
だ
け
出

世
し
て
も
半
人
前
の
ま
ま
だ
ぞ
』
と
言
わ

れ
た
こ
と
を
覚
え
て
お
り
ま
す
。 

｢

挨
拶｣

は
禅
語
の｢

一
挨
一
拶｣

か
ら
き

て
お
り
ま
す
。
師
匠
か
ら
弟
子
に
声
を
か

け
、
返
事
を
聞
い
て
心
の
状
態
や
修
行
の

進
み
具
合
を
探
り
ま
す
。
ま
た
現
代
を
生

き
る
私
た
ち
に
と
っ
て
も
挨
拶
は
人
間
関

係
を
円
滑
に
し
て
い
く
上
で
の
重
要
な
手

段
と
も
言
え
ま
す
。
た
だ
し
、
社
交
辞
令

と
し
て
使
う
の
で
は
な
く
、
挨
拶
と
い
う

対
話
の
中
で
、
慈
し
み
の
気
持
ち
を
持
っ

て
接
し
、
相
手
を
観
察
す
る
こ
と
も
大
切

で
す
。
挨
拶
を
し
て
み
て
、
元
気
な
返
事

が
あ
れ
ば
、｢

あ
あ
、
な
ん
か
良
い
こ
と
が

あ
っ
た
か
な｣

と
一
緒
に
楽
し
い
気
持
ち

に
な
り
ま
す
。
も
し
い
つ
も
の
元
気
が
な 

け
れ
ば
、｢

何
か
あ
っ
た
？
手
伝
え
る
こ
と

は
あ
る
？｣

と
声
を
か
け
て
み
る
。
毎
日
ほ

ん
の
少
し
積
み
重
ね
て
い
く
こ
と
で
お
互

い
の
心
と
心
が
徐
々
に
ふ
れ
あ
い
、
人
間
関

係
も
深
ま
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。
人
間
関

係
が
深
ま
れ
ば
さ
ら
に
会
話
は
増
え
て
い

き
ま
す
。
話
せ
る
環
境
が
整
え
ば
、
楽
し
い

時
間
の
共
有
は
も
ち
ろ
ん
、
お
互
い
に
悩
み

を
解
き
放
つ
機
会
も
生
ま
れ
ま
す
。 

メ
ー
ル
や
ラ
イ
ン
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
が
広
ま
り
便

利
に
な
っ
た
一
方
、
こ
の
よ
う
に
顔
を
合
わ

せ
、
表
情
や
声
の
ト
ー
ン
を
確
か
め
る
機
会

が
減
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う
に
も
感
じ
、
少
し

残
念
に
も
思
い
ま
す
。
こ
の
数
年
コ
ロ
ナ
禍

な
ど
で
顔
を
合
わ
せ
る
機
会
が
激
減
し
て

し
ま
っ
た
今
だ
か
ら
こ
そ
、
顔
を
合
わ
せ
る

人
に
は
率
先
し
て
挨
拶
を
し
て
、
人
と
人
と

の
つ
な
が
り
を
深
め
て
い
き
た
い
で
す
ね
。 

先
代
の
住
職
か
ら
言
わ
れ
た
言
葉
は
、
当

時
は
な
ん
と
な
く
聞
き
流
し
て
い
ま
し
た

が
、
今
思
い
返
す
と
「
人
と
人
と
の
つ
な
が

り
を
大
切
に
し
な
さ
い
。
」
と
い
う
事
を
言

っ
て
い
た
の
だ
な
と
受
け
止
め
て
い
ま
す
。 

 

＊
こ
の
法
話
は
令
和
六
年
十
一
月
二
十
一

日
よ
り
三
十
日
ま
で
新
潟
県
第
四
宗
務
所

テ
レ
ホ
ン
法
話
（
和
尚
さ
ん
の
言
の
葉
）
で

の
お
話
を
掲
載
し
ま
し
た
。 

                    ＊
こ
の
法
話
は
令
和
六
年
九
月
一
日
よ 

り
十
日
ま
で
、
新
潟
県
第
四
宗
務
所
テ
レ

ホ
ン
法
話
（
和
尚
さ
ん
の
言
の
葉
）
で
の

お
話
を
掲
載
し
ま
し
た
。 

 

 

 
 
 

仏
事
の
知
識 

 

六
地
蔵
さ
ま 

 

お
寺
の
門
の
前
に
は
お
地
蔵
さ
ま
が

六
体
並
ん
で
祀
ら
れ
て
い
る
。
人
間
は
死

後
の
世
界
へ
旅
立
つ
に
あ
た
り
、
生
前
の

善
行
や
悪
行
に
よ
っ
て
行
く
道
が
六
つ

あ
る
と
説
く
。
そ
れ
は
、「
地
獄
道
（
苦
し

み
が
絶
え
な
い
地
獄
の
世
界
）
、
餓
鬼
道

（
飢
え
に
苦
し
む
餓
鬼
の
世
界
）
、
畜
生

道
（
弱
肉
強
食
の
畜
生
世
界
）
、
修
羅
道

（
争
い
が
絶
え
な
い
修
羅
の
世
界
）
、
人

間
道
（
人
間
が
住
む
世
界
）、
天
上
道
（
極

楽
と
異
な
る
世
界
）」
と
さ
れ
て
い
る
。
あ

の
世
の
行
く
先
は
そ
の
六
つ
の
世
界
の

ど
ち
ら
か
で
あ
る
。
そ
の
行
っ
た
先
で
迷

い
苦
し
ん
で
い
る
亡
き
人
に
救
い
の
手

を
差
し
伸
べ
て
く
だ
さ
る
の
が
六
体
の

お
地
蔵
さ
ま
で
す
。
こ
の
世
か
ら
ど
こ
の

世
界
へ
行
っ
て
も
、
お
釈
迦
さ
ま
に
代
わ

っ
て
我
々
を
救
っ
て
く
だ
さ
る
尊
い
菩

薩
さ
ま
で
す
。 

 ＊
今
ま
で
の
仏
事
の
知
識
は
当
寺
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。 

 
 

             

 曹洞宗公式ホームページ https://www.sotozen-net.or.jp/ 曹洞宗の活動をご覧ください。QR コード  

乗雲 第 128号 (3) 2025.3.1発行 

 

 

 
 

お
寺
か
ら
の
お
願
い 

▼
位
牌
堂
の
各
家
位
牌
壇
の
ロ
ウ
ソ
ク
、

お
線
香
に
つ
い
て 

お
寺
で
用
意
し
た

ミ
ニ
ロ
ウ
ソ
ク
、
お
線
香
を
ご
使
用
く
だ

さ
い
。
お
線
香
は
香
炉
か
ら
灰
が
こ
ぼ
れ

な
い
よ
う
に
真
っ
直
ぐ
に
立
て
、
お
参
り

が
済
み
ま
し
た
ら
点
し
た
ロ
ウ
ソ
ク
は

火
災
予
防
の
為
必
ず
火
を
消
し
て
く
だ

さ
い
。 

▼
墓
地
の
自
然
ゴ
ミ
（
枯
れ
枝
、
枯
れ
草
、

枯
れ
た
お
供
え
の
お
花
等
）
は
、
お
寺
で

業
者
に
依
頼
し
て
処
分
し
ま
す
が
、
そ
れ

以
外
の
お
花
を
包
ん
で
あ
っ
た
紙
、
お
墓

掃
除
の
た
わ
し
、
雑
巾
、
洗
剤
容
器
、
ビ

ニ
ー
ル
類
は
捨
て
な
い
で
く
だ
さ
い
。
各

自
持
ち
帰
っ
て
処
理
し
て
く
だ
さ
い
。 

▼
古
い
塔
婆
は
、
参
道
中
程
に
「
古
塔
婆

入
れ
」
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
集
落
墓
地
の
古
塔
婆
も
お
持
ち
く
だ

さ
い
。 

▼
お
彼
岸
中
は
、
位
牌
堂
正
面
玄
関
を
開

放
し
て
い
ま
す
の
で
お
参
り
く
だ
さ
い
。 

 

＊
残
雪
の
状
態
に
よ
り
ま
す
が
、
春
彼
岸

前
に
は
境
内
墓
地
清
掃
に
入
り
ま
す
。 

＊
墓
地
美
化
に
ご
協
力
お
願
い
い
た
し

ま
す
。 

 

仏
事
の
知
識  



                 

□
境
内
風
景 

・
十
一
月
六
日 

 
 

年
忌
案
内
、
護
持
費
納
付
書
発
送 

・
十
一
月
十
二
日 

住
職 

 
 

祖
門
会
代
表
者
会
議 

永
平
寺 

・
十
一
月
二
十
五
日
、
二
十
六
日 

 
 

冬
囲
い
作
業 

シ
ル
バ
ー
人
材 

・
十
二
月
初
旬 

 
 

年
始
用
品
（
お
札
、
宝
暦
等
）
準
備 

・
十
二
月
二
日 

寺
報
「
乗
雲
」
発
送 

・
十
二
月
三
日 

住
職 

副
住
職 

教
区
寺
院
年
末
会
議
及
び
懇
親
会 

・
十
二
月
五
～
六
日 

副
住
職 

防
火
管
理
者
講
習
受
講 

新
潟
市 

・
十
二
月
二
十
六
日 

菖
栄
ラ
イ
フ 

 
 

本
堂
他
伽
藍 

消
防
設
備
点
検 

・
一
月
二
日
～
四
日 

住
職 

副
住
職 

檀
信
徒
各
家
年
始
回
礼 

・
一
月
二
十
四
日 

住
職 

 
 

祖
門
会
代
表
者
懇
談
会 

二
祖
孤
雲
懐
奘
禅
師 

七
百
五
十
回
大
遠
忌
に
つ
い
て 

 

於
大
本
山
永
平
寺
東
京
別
院 

・
三
月
二
十
六
日 

住
職 

 
 

大
本
山
永
平
寺
第
八
十
世
貫
首 

南
澤
道
人
猊
下
白
寿
祝
賀
会 

 

於
福
井
市
内
ホ
テ
ル 
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動
物
供
養
塔
（
ペ
ッ
ト
墓
地
） 

動
物
の
お
骨
を
埋
葬
い
た
し
ま
す
。
檀

家
さ
ん
以
外
で
も
納
骨
供
養
で
き
ま
す
。 

寂

光

塔
（
永
代
供
養
墓
地
） 

一
人
暮
ら
し
の
方
、
お
墓
継
承
に
お
悩

み
の
方
、
お
寺
が
永
代
に
わ
た
り
供
養
い

た
し
ま
す
。
広
厳
寺
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も

詳
細
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。   

動物供養塔（ペットのお墓） 寂光塔（永代供養合同墓所） 

 

 

 

昨
年
盆
過
ぎ
よ
り
建
立
中
で
あ
り
ま

し
た
集
合
墓
（
涅
槃
聖
苑
）
に
屋
根
が

掛
か
り
、
漸
く
全
体
が
見
え
て
来
ま
し

た
。 

            

先
祖
代
々
の
墓
の
継
承
に
お
悩
み
の

方
、
墓
じ
ま
い
を
考
え
て
い
る
方
は
涅

槃
聖
苑
に
合
祀
で
き
ま
す
。
資
料
が
あ

り
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

  

■
訃
報 

大
川
町 

中
原
敏
雄
氏
逝
去 

 

二
月
十
八
日
寂
、
享
年
九
十
。
長
年
当

寺
役
員
と
し
て
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
謹
ん

で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

■
訃
報 

東
牧
寺
三
十
四
世
遷
化 

 

令
和
六
年
十
二
月
二
十
日
胎
内
市
東

牧
、
東
牧
寺
三
十
四
世
前
住
職
・
牧
心
博

英
大
和
尚
（
中
野
博
英
師
）
遷
化
。
世
寿

八
十
六
歳
。
三
月
二
十
二
日
逮
夜
、
二
十

三
日
に
本
葬
が
営
ま
れ
る
。
師
は
長
く
教

員
を
務
め
ら
れ
、
住
職
と
な
ら
れ
た
後
は

寺
檀
和
合
し
て
火
災
で
焼
失
し
た
本
堂

を
再
建
さ
れ
た
。
秉
炬
師
は
ご
本
寺
村
上

市
耕
雲
寺
住
職
菊
地
光
彦
老
師
が
務
め

ら
れ
る
。
遺
弟
喪
主
は
三
十
五
世
住
職
・

中
野
良
英
師
。
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。 

■
訃
報 

吉
祥
寺
四
十
三
世
遷
化 

 

令
和
七
年
二
月
五
日
五
泉
市
橋
田
、
吉

祥
寺
四
十
三
世
住
職
・
龍
雲
信
昭
大
和
尚

（
生
沼
信
昭
師
）
遷
化
。
世
寿
七
十
八
歳
。

師
は
新
潟
県
第
四
宗
務
所
所
長
、
下
越
佐

渡
有
道
会
会
長
を
務
め
ら
れ
た
。
二
月
十

日
逮
夜
、
十
一
日
本
葬
儀
が
執
行
さ
れ

た
。
遺
弟
喪
主
は
副
住
職
・
生
沼
宏
祥
師
。

ご
本
寺
は
村
松
慈
光
寺
様
。
謹
ん
で
ご
冥

福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

 

□
涅
槃
聖
苑 

 

 


